
　
１
９
５
０
年
に
木
造
二
階
建
て
の
初
代
希
望
館
が
竣
工
さ
れ
た
。
新
校

舎
名
が
公
募
さ
れ
、
当
時
の
生
徒
が
「
希
望
館
」
と
創
名
し
、
そ
の
生
徒

は
父
母
の
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
名
称

「
希
望
館
」
が
、
１
９
６
５
年
に
竣
工
さ
れ
た
二
代
目
希
望
館
と
今
年
完

成
し
た
新
希
望
館
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
希
望
館
」
創
名

の
由
来
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
き
っ
と
戦
後
の
混
乱
の
さ
な
か
に

様
々
な
「
希
望
」
を
胸
に
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
毎
日
の
礼
拝
を

大
切
す
る
同
志
社
女
子
中
高
の
生
徒
ら
し
く
、
そ
の
生
徒
の
脳
裏
に
聖
句

の
「
希
望
」（
ギ
リ
シ
ャ
語
エ
ル
ピ
ス
を
語
源
と
し
、「
救
い
主
の
約
束
を

待
ち
望
む
」
と
い
う
意
味
）
が
思
い
浮
か
ん
だ
に
違
い
な
い
。

　
希
望
館
の
魅
力
は
見
通
し
の
良
さ
、
風
通
し
の
良
さ
で
あ
り
、
互
い
に

視
線
を
交
わ
す
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。
目
に
は
見
え
な
い
ネ
ッ
ト

社
会
の
渦
の
中
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
本
当
に
正
し
い
情
報
を
見
失
い
が

ち
に
な
る
が
、
希
望
館
は
私
た
ち
に
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
空
間
と
な
る
。
同
志
社
女
子
中
高
の
新
し
い
歴
史
を
刻
む
希
望
館
全
体

を
、「
こ
こ
ろ
を
育
む
『
学
び
の
森
』」
と
捉
え
た
時
、
回
遊
性
の
あ
る
廊

下
や
通
路
は
森
の
散
策
路
と
な
る
。
散
策
路
を
探
索
す
る
生
徒
た
ち
は
、

森
の
小
屋
（
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
室
や
教
科
の
特
別
教
室
）
や
木

漏
れ
日
の
広
場
（
各
フ
ロ
ア
に
あ
る
調
べ
学
習
が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ー

ナ
ー
）で
日
々
学
び
あ
う
。
森
の
中
央
部
に
は
光
あ
ふ
れ
る
緑
の
広
場（
吹

き
抜
け
の
空
間
と
し
て
の
ア
ト
リ
ウ
ム
）
が
あ
り
、
多
彩
な
学
び
や
交
流

活
動
の
中
心
と
な
る
。
森
の
木
陰
に
は
祈
り
の
小
部
屋（
黎
明
チ
ャ
ペ
ル
）

が
あ
り
、
神
さ
ま
と
対
話
す
る
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
「
学

び
の
森
」
で
生
徒
た
ち
は
友
だ
ち
や
教
職
員
と
出
会
い
、
よ
い
交
流
を
す

る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
が
花
開
き
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
女
性
に

成
長
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

竣工日：2016年３月 アトリウム

黎明チャペル

希望館
（同志社女子中学校・高等学校）
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同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
10
月
29
日
献
堂
式

を
挙
行
し
た
。
こ
の
式
を
報
じ
た
記
事
が
、
同
志
社
創
立
60
周
年
記
念
誌

『
我
等
の
同
志
社
』（
１
９
３
５
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
部

分
に
は
同
館
の
起
源
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

北
米
マ
ア
チ
ユ
セ
ツ
ト
州
な
る
新
島
先
生
の
母
校
ア
ー
モ
ス
ト
大
学

は
、
今
よ
り
十
数
年
前
に
行
は
れ
た
同
大
学
創
立
百
年
記
念
祭
に
当

り
、
我
同
志
社
大
学
校
庭
内
に
新
島
記
念
館
を
建
設
せ
ん
こ
と
を
提

唱
し
、
そ
の
計
画
は
全
ア
ー
モ
ス
ト
マ
ン
の
賛
成
す
る
所
と
な
り
、

爾
来
関
係
者
一
同
は
熱
心
に
該
館
の
資
金
募
集
に
努
力
し
た
（
全
て

常
用
漢
字
に
直
し
た
）

　
こ
の
記
念
館
建
設
を
前
提
と
し
て
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
は
交
流
を
目
的

と
し
て
同
志
社
へ
同
大
学
学
生
代
表
を
派
遣
し
た
。
そ
の
初
代
学
生
代
表

で
、
早
世
し
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
バ
ー
ト
ン
・
ニ
コ
ル
ズ
の
親
族
か
ら
の

寄
付
２
億
５
千
万
ド
ル
を
含
め
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
卒
業
生
ら
が
集
め

た
約
６
万
ド
ル
を
も
と
に
、同
志
社
が
準
備
し
た
土
地
で
１
９
３
２
年（
昭

和
７
）
３
月
20
日
、
同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
は
竣
工
し
た
。
設
計
は
ヴ
ォ

ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
。

　
同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
は
、
１
９
３
２
年
の
竣
工
時
よ
り
長
き
に
わ
た

り
学
生
寮
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
館
内
ホ
ー
ル
は
式
典
や
講

演
会
の
み
な
ら
ず
結
婚
式
で
も
利
用
さ
れ
た
。
老
朽
化
の
た
め
２
０
０
８

年
（
平
成
20
）
10
月
か
ら
補
修
工
事
が
行
わ
れ
、
工
事
終
了
後
の
翌
年
５

月
末
か
ら
は
主
に
外
国
人
研
究
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

竣工日：1932年３月20日

アーモスト館
（同志社大学）
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